
先日、日系中国現地法人 A社の社長と、プロジェクトの目的
についてディスカッションする機会がありました。

同社は中国において業績拡大を続けており、社員の目標達成
へのコミットメントも非常に高い。一人ひとりが自らのミッション
を確実に遂行している。非常に勤勉な社員が多い企業です。

そのような状況の中、社長から

「3年後、5年後を見据えた時、現状のままでは描いているよ
うな成長は実現できないと感じている。何かが足りない。」

というコメントがありました。

話をよく聞くと、

「目標達成に向けて必死に働いてくれているが、全く遊びが
ない。目の前の自らのミッションは遂行するものの、他部門
や全社の視点で考える余裕がないように感じる。このままで
は１、2年は持つかもしれないが、いつか疲弊するかもしれな
い。ロボットのように働くのではなく、もっと一人ひとりがワク
ワクしながら仕事をして欲しい。」

とのこと。

この「ワクワク」とはどんな状態なのか。

日本語のオノマトペ（擬音語＋擬態語）は、その擬態語の多
さから約4,500あると言われます。正確な数字は諸説ある
ようですが、他言語の3倍から5倍あるとも言われ、非常に
多いという認識が一般的だそうです（韓国語はさらに多く、
8,000語！）。

一方、中国語には擬態語が非常に少ないため、擬態語の通
訳は大変難しいと言います。

参考までに、コーチ・エィの中国人スタッフにも「ワクワク」を
中国語でどう表現するかを聞いてみました。

欢欣雀跃	（喜びに小躍りする）
激動	 （高ぶる、興奮する）
兴奋	 （興奮する）
期待	 （期待する、待ち望む）
跃跃欲试	（やりたくて気が焦っている）
迫不及待	（待っていられない）

など、それぞれから様々な表現が出てきます。私自身の感覚
では、どれも「遠からず、近からず」といった印象を受けま
した。

さて、通訳さえも難しいこの「ワクワク」という状態を、どう
やって共有し、浸透させていけばいいのでしょうか？

考える中で、私は以前サポートさせて頂いたB社のプロジェ
クトを思い出しました。

B社は会社の理念として「誠実である」ことを大切にされて
います。中国事業開始当初から、経営トップは現地の社員に
もそのことを伝え続けていらっしゃいました。

そして、事業規模が大きくなり、社員数も増えていく中、経営トッ
プは改めてその理念を浸透させ、理念に基づいた行動を増や
したいと考え、コーチング・プロジェクトをスタートさせました。

経営幹部を中心にスタートしたコーチングの中で、
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「あなたにとって『誠実である』とはどういうことですか？」

と一人ひとりに問いかけました。

興味深かったのは、これまで長い間、理念に基づいて行動し
てきた経営幹部の方々でも、返ってくる答えがそれぞれ違っ
ていたこと。

「時間を守ること」
「約束を破らないこと」
「常に平等に接すること」
「嘘をつかないこと」

どれもたしかに「誠実さ」につながるものですが、一人ひとり
の解釈は異なっていたのです。

「心像（しんぞう）」という言葉があります。「心像」とは、過去
の経験や記憶などから、具体的に心の中に思い浮かべる主
観的現象のことです。心像には「知覚心像」と「記憶心像」が
あります。

知覚心像は、自分の五感で知覚し、頭の中でイメージ化され
たもの。
記憶心像は、既に頭の中に、過去の記憶としてため込まれて
いるもの。

人それぞれ五感は異なりますから、同じものを知覚しても、
同じ知覚心像が生まれるわけではありません。頭の中に記憶
された記憶心像も異なってくるでしょう。

アメリカの脳神経学者であるアンドリュー・ニューバーグと
マーク・ロバート・ウォルドマンは、その著書の中で、

「抽象概念の意味は十人十色である。その違いは滅多に議論
されることがないため、ミスコミュニケーションや対立を起こ
す原因ともなる。つまり私たちは自分が捉えている意味を他
者と共有していると勝手に思い込んでいるのだ」

と述べています。たとえばリンゴといった物理的に存在する
ものを表す言葉であったとしても、人が頭に思い浮かべるイ
メージは様々でしょうから、抽象概念であれば、なおさらで
しょう。

理念の浸透の第一歩は、お互いの解釈を知り、共有すること
です。そして、B社の例に見るように、どんな言葉も解釈は人
それぞれです。通訳しづらいオノマトペだから共有が難しいと
いうわけではありません。

B社のプロジェクトでは、コーチングの中で「誠実であること」
について改めて考えることで、

「自分の思考を立ち止まって見直すことができた」
「なんとなくわかっていたことを言語化することで自分事に
なった」

「同じことを部下に問いかけることで、部下への理解が深
まった」

といった声が上がりました。

社員全員で「ワクワク」を共有するためには、まず、それぞれ
が「ワクワク」をどう捉えているのかを立ち止まって考える。
そして、お互いに問いかける。お互いの解釈を知ることで、
自分の解釈が変化するかもしれません。

対話を通してお互いが自らの解釈を振り返り、それぞれの解
釈を共有する。浸透は、そんなところから始まります。

コーチングの時間は、そのための貴重な時間になるでしょう。
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